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清
水
谷
・
古
屋
谷
・
野
・
納
年
・
北
方
・
市
，
瀬
・
荒
山
・
四

坊
・
琴
坂
・
二
俣
の
五
十
四
ヶ
村
を
含
ん
で
居
た
。

コ
カ
タ
小
方
務
政
時
代
に
小
方
非
人
・
小
方
藤

内
な
ど
の
場
合
に
用
ひ
ら
れ
る
小
方
は
、
非
人
頭
若

し
〈
は
藤
内
頭
配
下
の
非
人
・
藤
内
を
意
味
す
る
。

親
方
に
射
す
る
子
方
の
借
字
で
あ
ら
う
。

コ
カ
タ
ツ
キ
小
肩
衝
加
賀
藩
の
老
臣
横
山
氏

が
悦
製
家
珍
と
し
た
る
茶
入
。
初
め
千
利
休
之
を
按

貸
し
て
小
肩
衝
と
名
づ
け
た
の
を
、
前
回
利
家
の
購

入
し
た
も
の
で
、
県
臣
秀
吉
の
懇
望
し
た
折
に
も
惜

し
ん
で
僻
し
た
。
後
利
長
が
横
山
長
知
を
し
て
太
田

長
知
脅
試
せ
し
め
た
時
、
そ
の
貨
と
し
て
之
を
奥
へ

た
。

コ
カ
i
l
コ
ク

コ
カ
ヂ
ノ
ナ
ギ
ナ
タ
小
鍛
冶
の
長
刀
陵
長
六

年
前
間
利
常
の
夫
人
夫
徳
院
の
来
線
し
た
時
持
容
の

道
具
で
、
徳
川
氏
に
偲
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

俗
に
志
棒
の
長
刀
と
も
稽
し
た
が
、
買
は
三
保
宗
涯

の
作
で
あ
っ
た
と
も
い
ふ
。
叉
そ
れ
を
醸
の
長
万
と

い
う
た
の
は
、
志
津
か
ら
縛
じ
た
も
の
ら
し
い
と
い

は
れ
る
。

ゴ
ガ
ツ
デ
ン
豆
月
田
河
北
郡
庄
ハ
部
務
名
〉
の

内
の
小
字
0

・

コ
ガ
ネ
モ

9

小
金
森
鹿
島
郡
高
畠
庄
に
毘
す

る
部
務
。
廻
凶
雑
記
に
、
『
小
金
森
と
い
へ
る
厨
に

て
し
ば
ら
〈
休
て
、
陸
奥
の
山
に
花
さ
〈
こ
が
ね
も

り
此
恩
ま
で
も
穏
や
ま
き
け
ん
。
』
と
あ
る
。

ヨ
カ
ハ
小
川
邸
主
郡
横
地
の
内
の
小
字
。

コ
カ
ハ
チ
小
川
内
一
一
歩
鹿
島
郡
山
崎
の
内

の
小
宰
。

ヨ
ガ
ハ
チ
ユ
ウ
ザ
Z

モ
ン
小
川
忠
定
衛
門
前

回
利
家
に
仕
へ
て
百
石
を
領
し
た
。
子
孫
相
繕
い
で

務
に
仕
へ
る
。

コ
ガ
ハ
デ
ラ

r:'" . 

粉
川
寺

鳳
至
郡
横
地
に
在
っ
て
、
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能
電
三
十
三
番
札
所
中
の
三
十
一
番
と
稽
せ
ら
れ
一
ゴ
カ
ヤ
マ
豆
ケ
山
鳳
京
都
西
安
寺
の
部
務
北

る
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
此
川
縁
ハ
河
原
田
川
〉
一
里
上
一
方
の
山
。
高
さ
一
六
七
米
。

に
粉
川
と
い
ふ
所
あ
b
。
紀
州
粉
川
寺
の
本
館
岡
木
一
ヨ
ガ
ラ
ス
イ
シ
小
烏
右
石
川
郡
凶
見
か
ら
蓋

同
作
の
観
脅
の
簸
像
あ
り
。
笛
岡
三
十
三
番
の
札
所
一
す
る
石
材
。
一
に
黒
御
影
と
も
講
ず
る
。
黒
色
輝
石

に
て
、
堂
の
申
に
大
像
の
仁
王
隼
の
古
仰
あ
り
。
共
一
安
山
越
の
熔
岩
で
、
硬
〈
脆
い
。
そ
の
断
商
は
黒
色

外
古
備
多
し
。
今
も
簸
験
あ
ら
た
也
。
毎
年
元
朝
に
一
貝
殺
朕
を
な
し
、
白
色
・
礎
璃
光
保
や
・
有
す
る
多
数
の

は
糟
の
占
と
て
、
酒
の
糟
を
沓
に
し
て
、
此
川
の
捌
一
小
形
長
石
を
介
在
せ
し
め
る
。

へ
流
す
也
。
と
ま
れ
る
そ
曹
と
す
o
流
る
L
を
凶
と
一
コ
ガ
ン
シ
ュ
ン
シ
ユ
ウ
鹿
鰻
俊
噴
石
川
滞
留

す
る
の
占
也
。
』
と
記
す
る
。
一
初
出
京
大
莱
寺
五
十
七
代
の
住
持
。
越
後
の
入
、
石
崎

ゴ
カ
フ
御
家
譜
一
加
。
事
保
九
年

E
月
背
地
一
氏
。
間
同
宗
正
寺
に
出
家
し
、
文
化
十
二
年
栴
模
商

磁
幹
の
著
す
腕
で
、
演
文
を
以
て
替
か
れ
て
腐
る
。
一
光
寺
に
首
峨
と
な
り
、
交
政
三
年
越
後
嗣
俄
寺
、
四

巻
首
に
管
室
制
侮
略
が
あ
り
、
前

m氏
の
系
怒
川
、
一
年
一
饗
立
す
に
移
・
り
、
流
・
銃
・
城
州
永
源
捲
の
開
組
と
な

利
家
の
突
休
岳
公
利
春
か
ら
天
珠
公
霊
前
に
京
り
、
↑
っ
た
。
後
丹
州
制
宮
寺
・
但
憎
河
川
司
祭
寺
・
越
後
編
昌

三
支
滞
以
下
宗
家
か
ら
分
岐
し
た
も
の
も
そ
の
聞
に
一
寺
等
に
特
住
し
、
第
永
元
年
大
来
寺
に
入
。
、
一
住

綴
ら
れ
て
ゐ
る
。
叉
附
録
と
し
て
、
務
院
前

m長
路
一
一
一
一
年
、
越
後
米
仙
賂
に
泡
休
し
、

rH一
年
十
ご
月
三
日

の
家
の
系
掛
を
附
し
た
の
は
、
長
臨
時
の
室
が
利
家
の
一
六
十
八
践
を
以
て
寂
し
た
。

女
幸
腕
で
あ
っ
た
露
で
あ
り
、
務
院
前
削
利
忠
の
家
一
ゴ
ガ
ン
ノ
ジ
ン
ジ
御
願
紳
事
.
江
泊
榔
菅
生
石

納
は
、
利
息
の
母
が
利
家
の
女
鹿
阿
蛸
で
あ
っ
た
録
一
部
品
脚
祉
の
跡
事
で
‘
背
年
等
賞
日
氏
子
か
ら
寄
搬
し

で
あ
り
、
そ
の
他
浅
野
幸
長
・
保
科
正
経
・
前
回
李
一
た
数
百
本
の
竹
を
、
恐
慌
叉
は
大
地
に
打
ち
つ
け
て

明
・
前
聞
直
玄
・
前

m右
馬
允
等
の
家
仰
が
総
せ
ら
れ
一
澗
り
、
終
り
て
大
綱
宇
一
曳
き
廻
り
、
大
禦
寺
川
に
設

L
十

て
ゐ
る
。
本
替
は
慨
に
背
地
本
の
御
門
家
却
と
呼
ぱ
4
4

一
す
る
。
祉
偲
に
、
実
武
夫
自
問
の
御
阪
で
初
っ
た
質
勝

た

。

一

自

民

久

閥

家

安

全

の

祈

議

で

あ

る

と

い

ふ

。

今

ご

用

十

ヨ
カ
プ
ト
小
甲
胤
渋
滞
M
T
の
内
の
小
字
。
一
日
に
行
は
れ
る
。

コ
ガ
マ
小
釜
期
羽
咋
郡
堕
本
江
の
内
の
小
字
。
一
ゴ
ガ
ン
ノ
タ
ン
ジ
御
願
紳
事
石
川
郡
白
山
路

ヨ
ガ
ミ
小
上
石
川
郡
山
島
郷
に
臨
す
る
部
一
時
制
祉
で
古
へ
四
用
初
午
の
日
ハ
一
一
一
午
あ
れ
ば
中
午
〉

務
0

.

一
に
行
っ
た
大
祭
や
.
御
願
跡
事
又
は
午
祭
と
い
う
た
。

ゴ
カ
ム
-
7
E
ヶ
材
滞
政
の
降
、
十
村
の
裁
許
一
世
俸
に
こ
の
跡
事
は
寛
平
八
年
四
月
か
ら
初
っ
て
‘

す
る
組
内
の
五
+
村
を
聯
合
し
て
、
湿
常
五
+
村
叉
は
一
菅
公
が
梅
枝
そ
献
供
し
て
祈
願
し
た
か
ら
こ
の
名
が

況
よ
制
組
合
と
い
ひ
、
事
政
の
稲
軍
大
な
も
の
が
あ
一
あ
る
と
い
ひ
‘
こ
の
日
梅
校
総
と
て
、
長
き
閤
子
に

る
時
、
文
は
諸
村
互
に
協
力
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
一
五
き
だ
を
付
け
て
胡
臓
の
油
で
揚
げ
た
の
を
供
ヘ

時
に
、
五
十
村
の
肝
煎
が
集
合
し
て
之
を
協
議
し
た
。
一
た
。
同
制
祉
に
て
叉
十
一
月
午
日
の
大
祭
も
、
同
じ

但
し
そ
の
名
は
ま
ヶ
村
で
あ
る
が
‘
側
宜
に
よ
っ
て
一
〈
御
願
跡
事
と
い
は
れ
た
。
今
の
五
周
六
日
の
例
祭

四
土
柑
叉
は
六
ヶ
村
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
は
是
で
、
梅
校
総
も
供
へ
る
、

三
O
O

ヨ
ギ
タ
シ
ユ
ウ
小
ぎ
く
L
ふ

一
m

加
。
金
津
の

俳
人
宇
野
柳
箆
の
附
合
こ
巻
、
及
び
そ
の
時
代
の
も

の
L
句
容
で
あ
る
。
金
持
集
殿
堂
版
。
刊
行
年
周
は

不
詳
だ
が
、
壬
民
の
夏
の
俳
譜
が
あ
る
か
ら
、
文
久

二
年
で
あ
ら
う
。

コ
キ
ユ
ウ
ガ
タ
Z

・
鵠
弓
ヶ
谷
能
奨
郡
試
の
部

帯
雨
方
の
穣
谷
で
、
そ
の
水
杖
川
と
な
b
、
大
目
川

に
注
ぐ
。

・
コ
キ
ユ
ウ
ダ
キ
胡
弓
灘
能
奨
郡
杖
の
地
内
で
、

部
落
か
ら
南
方
ご

O
粁
を
隔
て
、
杖
川
の
水
源
に
在

る
。
高
さ
一

O
米
。
流
書
に
よ
っ
て
名
づ
け
る
。

コ
キ
ヨ
ウ
ジ
古
郷
寺
・
一
一
キ
ヨ
河
北
郡
湯
涌
郷

に
臨
す
る
部
落
。

コ
キ
ヨ
コ
ウ
故
植
者

J
エ
ツ
ト
ガ
ザ

y
シ
ユ

ウ
Y

越
管
賀
三
州
志
。

コ
タ
ウ
ゾ
ウ
ヤ
マ
慮
豊
穣
山
能
美
郡
和
気
に

あ
る
も
の
は
‘
和
気
熊
の
前
山
で
、
地
方
人
之
脅
コ

グ
ゾ
ウ
山
と
も
コ
タ
ゾ
ウ
塚
と
も
い
ひ
、
治
祉
は
な

い
が
申
川
庄
左
衛
門
・
荒
川
市
助
の
居
城
で
あ
る
と

し
て
ゐ
る
。
叉
隣
村
の
備
に
も
厳
密
綴
山
が
あ
0
.

初
め
金
剛
寺
幸
松
が
跨
り
、
後
に
荒
山
三
郎
左
衛
門
・

永
山
治
部
が
民
た
城
跡
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
を

叉
閥
遊
山
と
し
て
読
脅
鑓
す
も
の
も
あ
る
が
信
じ
ら

れ
ぬ
。コ

タ
ウ
ン
ジ
圏
窪
寺
金
裸
卯
辰
感
際
寺
の
南

隣
に
在
っ
た
。
臨
榔
宗
に
鴎
L
、
山
観
は
金
深
山
。

元
和
元
年
東
院
和
筒
伊
勢
よ
り
来
b
、
大
夜
間
河
原

に
一
寺
を
建
立
し
、
寛
文
十
一
年
観
音
山
下
に
移
っ

た
が
、
洪
水
の
矯
誠
失
し
、
元
線
八
年
卯
民
に
鱒
じ
、

買
属
中
無
住
と
な
っ
た
震
末
剰
瑞
光
寺
に
合
併
せ
ら

れ
た
と
い
ふ
。

ゴ
ク
オ
ウ
ジ
額
願
寺
羽
咋
郡
火
打
谷
に
あ
っ

て
、
員
宗
東
波
に
臆
す
る
。
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